
 

令和８年度 

福井大学病院卒後臨床研修 

 

 

 

 

 

 1.あ わ ら 病 院  

                               2.坂 井 市 立 三 国 病 院  

                             3.永 平 寺 町 立 在 宅 訪 問 診 療 所  

                                 4.福 井 勝 山 総 合 病 院  

 

                                  5.大 滝 病 院  

                                 6.福 井 厚 生 病 院  

                                  7.オ レ ン ジ ホ ー ム ケ ア ク リ ニ ッ ク

18.福 井 県 赤 十 字 血 液 セ ン タ ー  

                                   

8.池 田 町 診 療 所  

9.広 瀬 病 院  

10.織 田 病 院  

 

11.中 村 病 院  

12.池 端 病 院  

13.今 庄 診 療 所  

 

14.和 田 診 療 所  

15.若 狭 高 浜 病 院  

16.名 田 庄 診 療 所  

 

                                               17.宮 上 病 院  

                            (鹿 児 島 県  徳 之 島 ) 

 

 

 

 

 

 

 



 

研修施設選択の留意事項 

 

 

１．この冊子には、次年度行う地域医療、一般外来研修、地域保健の研修施設を紹介して

います。研修先は皆さんの希望に基づいて決定しますが、希望者が集中する場合は調

整することがあります。 

 

２．この冊子に掲載されていない情報については、各施設のホームページなどを参考にし

てください。 

  

３．学外研修中の身分や研修方法について、研修施設と「研修医出向に関する申し合せ」

を締結しています。内容は次ページに掲載していますので、研修に際して留意願いま

す。 

 

４．地域医療研修の際、在宅医療研修（1週間（5日）以上）を行うことが必須となります。 

在宅医療が「×」となっている施設で研修を行う場合、在宅医療研修を修了するため

に、追加で在宅医療が「○」となっている施設で1ブロックの研修を行う必要があり

ます。 

（地域医療研修は、計3ブロックまで行うことが可能です。） 

 

５．一般外来研修は、当院の総合診療部でも研修可能です。 

院内外問わず、一般外来研修は計20日間分の研修実績が必要です。 

研修ブロックの平日が20日未満の場合、研修日数に不足が出てしまうため、注意が必

要です。 

例えば、平日の勤務日数が18日のブロックを選んだ場合、不足した2日分を補うため

に別のブロックを追加する必要があります。 

 

６．院外研修中は、年次休暇（有給）等の取得はできませんのでご注意ください。 



研修医出向に関する申し合わせ 

 

                             H17.2.18研修管理委員会 

 

 福井大学病院と研修協力病院・施設（以下「受入病院等」という。）は、卒後臨床研修（以

下「研修」という。）を協力して実施することを目的として、福井大学病院の研修医の出向に

ついて次のとおり申し合わせる。 

 

１ この申し合わせは、研修医が福井大学病院に在籍のまま、短期間（３ヶ月以内）受入病 

 院等において研修に従事する場合に適用する。 

２ 福井大学病院は、出向する研修医の氏名と出向期間について受入病院等と事前に協議す 

 る。 

３ 研修医は福井大学病院に在籍のまま、受入病院等の指揮命令に基づき、受入病院等にお 

 いて実施される研修に従事する。 

４ 研修医は、受入病院等において実施される研修の遂行に当たっては、受入病院等の研修 

 指導医の指導、監督、助言等に従うものとする。 

５ 受入病院等は、研修医の研修の実施状況及び研修の評価について、研修期間終了後速や 

 かに、福井大学病院に報告する。 

６ 研修医の労働時間、休憩時間、休日及び休暇等の労働条件については、特に定めるもの 

 を除き、受入病院等の就業規則を適用する。ただし、出向者の年次有給休暇の付与日数に 

 ついては、福井大学病院の就業規則を適用する。 

７ 受入病院等は、研修上必要なときに、研修医に対して時間外勤務及び休日勤務を命ずる 

 ことができる。この場合の時間外勤務と休日勤務の合計時間は月３０時間を超えないもの 

 とする。 

８ 受入病院等は、研修医に対して指導体制を確保した上で、当直勤務を命ずることができ 

 る。この場合の宿直は月４回、日直は月１回を超えないものとする。 

９ 受入病院等は、原則として毎月２日までに、前月の出向者の勤務状況を「勤務状況報告 

 書」（別紙）により、福井大学病院に報告する。 

10 研修医の賃金については、福井大学病院の基準に従って、福井大学病院が研修医に直接 

 支給する。 

11 研修医の健康保険、厚生年金保険、雇用保険及び労災保険（以下「社会保険等」とい  

 う。）は、福井大学病院における被保険者資格を継続する。社会保険等の事業主負担分の支 

 払いについては、福井大学病院が行う。 

12 出向者に係る日常発生する研修上の経費は、受入病院等が負担する。 

13 研修医が、受入病院等において医療過誤を生じさせた場合は、受入病院等、福井大学病 

 院及び研修医が誠実に協議し、法令の定めるところにより、その損害を賠償するものとす 

 る。 

14 この申し合わせに定めのない事項が生じたときは、福井大学病院と受入病院等が誠実に 

 協議し解決する。 

15 この申し合わせは、平成17年2月18日から施行し、平成17年4月1日から適用する。 

 



勤 務 状 況 報 告 書 
（研修医出勤記録）  

 
研修期間   年  月  日  ～  月  日  

 

研修施設                   研修医             
 

日  曜  出勤時刻  退出時刻  記 事（勤務内容など）  

/ 月    時  分    時  分   

/ 火    時  分    時  分   

/ 水    時  分    時  分   

/ 木    時  分    時  分   

/ 金    時  分    時  分   

/ 土    時  分    時  分   

/ 日    時  分    時  分   

/ 月    時  分    時  分   

/ 火    時  分    時  分   

/ 水    時  分    時  分   

/ 木    時  分    時  分   

/ 金    時  分    時  分   

/ 土    時  分    時  分   

/ 日    時  分    時  分   

/ 月    時  分    時  分   

/ 火    時  分    時  分   

/ 水    時  分    時  分   

/ 木    時  分    時  分   

/ 金    時  分    時  分   

/ 土    時  分    時  分   

/ 日    時  分    時  分   

/ 月    時  分    時  分   

/ 火    時  分    時  分   

/ 水    時  分    時  分   

/ 木    時  分    時  分   

/ 金    時  分    時  分   

/ 土    時  分    時  分   

/ 日    時  分    時  分   

               上記のとおり勤務したことを確認しました。  

 

                令和  年  月  日  
 

                指導医等             ㊞  
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国立病院機構あわら病院の実習概要  

 

1. 病院の概要 

当院は 172 床の中規模病院で、「多くの人の笑顔のために」を病院の指針として、「障害児

(者)」「難病」「血液・免疫」「長寿」を中心とした公益性・専門性の高い医療を地域に提供

することに努めています。当院も皆さんの臨床医学研修を心から歓迎しています。内科・小

児科・検査部などが横断的に、また個々に実習できます。さらに個人の希望に合わせて実習

を行うことが可能です。従って当院実習の際にはどんな実習を行いたいかを事前に考えて

ください。その希望に沿うよう実習を組みます。ブログも随時更新していますので参考にし

てください。 

 

2. 病院データ 

  病院長名：見附 保彦 

住  所：福井県あわら市北潟２３８－１ 

電  話：0776-79-1211  FAX：0776-79-1249 

Ｕ Ｒ Ｌ：あわら病院ホームページ https://awara.hosp.go.jp 

あわら病院ブログ  https://blog.goo.ne.jp/kokurituawarahp 

 

3. 実習概要および受け入れ人数：1名/月 

 

4．診療科：内科・総合診療科,血液・ﾘｳﾏﾁ科,循環器内科,小児科,外科,脳神経内科,皮膚科,

眼科,整形外科 

 

5．病床数;172 床 

   障害者等一般病床 158 床（うち重心病床 90 床）、および地域包括ケア病床 14 床  

1



福井県最北の地域医療に触れてみませんか？ 

 

 

 

外来と病棟での実習が中心です。頻度の高い疾患について、指導医と一緒に考え学んでいき

ます。 

 

 

一般の小児科外来、それに加えて重症心身障がい児（者）の入院管理、この 2つが当院の特

徴です。重症心身障がい児（者）の通園施設と病棟では、体験的なものが中心となります。

その体験実習を通して、身体的な関わり、社会的な関わりを考察していきます。 

 

 

専門領域として膠原病・循環器・血液、感染症、総合診療科の専門医がおり、診療していま

す。常勤の専門医とのディスカッションを通して、その分野のより深い習得を目指すことが

できます。化学療法、生物学的薬剤の使用とともに緩和医療も並行して行っています。 

当院は日本内科学会教育関連病院、日本プライマリケア学会研修施設、日本病院総合診療学

会研修施設、日本血液学会血液専門研修施設、日本循環器学会研修関連施設の認定を受けて

います。 

 

 

ラボ室で実習人形を用いた末梢および中心静脈ルート確保の練習も可能です。またＢＬＳ

及びＡＣＬＳ練習もラボ室で可能です。 

 

 

地域医療の一環で訪問診療・訪問看護を行っています。自宅療養で疾患を管理するための問

診や診察・治療の実習が可能です。自宅以外の高齢者施設への施設往診もあります。 

 

 

各分野に専門医の定期的なレクチャーを予定しています。さらに希望があれば個別の時間

を設けることも可能です。カンファレンスに加え、毎週水曜昼には内科ミニレクチャーを開

催しています。診療の向上を目指し医師間のレクチャーを行っています。 

 

 

 

 

 

 

実習内容について 

訪問診療 

座学 

プライマリケア 

専門領域 

小児科 

手技 



6.集合時間・場所 

１）実習初日 午前 9時に外来受付に集合してください。引き続きオリエンテーションを行

います。 

２）オリエンテーション以降は、各診療科の担当指導医の指示に従ってください。 

 

7.提出物 

念書等共通書式 

提出は、実習初日のオリエンテーション時にお願いします。 

 

8.研修上の注意 

福井大学医学部にて定められた「研修上の注意」に従ってください。 

院内は原則白衣もしくはスクラブ着用。白衣の下は清潔な服装でお願いします。 

 

9. 医局事務机 

Pubmed 等自由に閲覧可能なＰＣを机上に準備してあります。実習当日にご案内します。 

 

10.研修医担当 

特に指定のない場合には、桐場内科医長、または大槻血液内科医長まで連絡お願いします。 

 

11.図書室 

医局、および 6Ｆ実習室の書籍を利用ください。 

 

12.昼食 

食堂はありません。売店はありますが小規模のものです。医局に共用の冷蔵庫が有るので持

参したものを冷蔵することはできます。希望があれば検食の提供も可能です。 

 

13.駐車場 

あわら病院駐車場を利用してください（無料）。 

 

14.宿泊施設 

宿泊施設は特別には設けていませんが、希望の方は事前にご相談ください。 



坂井市立三国病院 施設紹介 

 

病院長 飴 嶋 愼 吾 

 

１． 概要 

 当院は福井県北部に位置し、県内で第２位の人口を有する坂井市の旧三国町に存在して

おり、とくに坂井平野の北部にある三国町、坂井町、お隣のあわら市など旧坂井郡（現、

坂井地区）の北側半分とその周辺を主な医療圏としております。旧三国町立病院時代を含

め 100 年以上の歴史があり、地域に密着した総合病院として地域医療の中心的役割を担っ

ています。当院には、一般内科、消化器内科、血液内科、呼吸器内科、整形外科、眼科、

耳鼻咽喉科に加え、地域の子育て支援を担う産婦人科、小児科の常勤医が勤務しており、

また非常勤として循環器内科、神経内科、腎臓内科、内分泌・代謝内科、脳神経外科、呼

吸器外科、消化器外科、心臓血管外科、泌尿器科、皮膚科といった診療科も開設しており

ます。さらに透析センターを有し、日曜日以外は毎日稼働しております。また、坂井地区

消防署とも連携し、救急患者を可能な限り受け入れるようにしており、地域の救急医療に

も力を入れています。これら診療を支えるべく、最新の画像診断システムや自動化検査シ

ステムを備え、いつでも検査できる体制を整えてきています。一方、病棟は病床数 97 の

小規模病院で混合病床として稼働しておりますが、平成 29年 7月より一部 (43 床)を地域

包括ケア病床に変換し、地域高齢者医療のニーズに沿った体制を整えました。これにより

主に高齢者の急性期から回復期への移行が行い易くなり、また超急性期大規模病院からの

受け入れや、介護支援施設や在宅介護への移行もスムーズになってきています。同時に急

性期から慢性期まで各リハビリテーションのニーズは高くなっており、リハビリテーショ

ン部の充実にも努め、令和 3年度には通所リハビリテーションを開設、令和 6年度には機

能訓練施設を拡張し、令和 7年度には訪問リハビリテーションを開設いたしました。ま

た、令和 5年度には訪問看護ステーションを開設し、住み慣れた自宅で療養生活をする方

やその家族が笑顔で安心して暮らせるように支援する役割を担っております。 

 

２．研修内容 

 当院は小規模病院ではありますが、救急医療から慢性期医療まで、また周産期・子育て

支援から高齢者医療に至る診療を行っています。もちろんあらゆる疾患をカバーできるわ

けではなく、高度先進医療や高度診断技術が必要であれば超急性期大病院への紹介・搬送

も必要となり、この判断力を養うことも重要になります。 

 研修内容については基本的に研修医各位の将来を見据えた希望やニーズに合わせたカリ

キュラム（各診療科研修や検査研修の時間配分など）をそれぞれ相談の上組む予定です。

その上で、地域の病院の役割を理解してもらうためのカリキュラムを同時に組み入れてい
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きます。当院は地域の公的病院であり地域の様々な患者が受診する一方で、超急性期大病

院と地域とを橋渡しする役割も担っています。具体的には、大病院からの亜急性期～慢性

期患者の受け入れ、診療所や介護施設あるいは在宅からの救急患者の受け入れ、終末期患

者の受け入れなど、一方、退院時には在宅医療・診療所通院への紹介、地域介護施設への

紹介など、特に高齢者医療においては重要になります。これらの調整を行っている部署が

地域医療連携室であり、この部署の仕事内容や苦労を理解することは医師として重要にな

ります。地域医療を理解するための必須カリキュラムは以下の通りです。 

１）地域医療連携室の仕事内容の理解と各種提出書類の記載方法の理解（情報提供、返

書、介護認定、身体障害者認定ほか） 

２）外来初診患者（内科・整形外科・外科ほか）、救急患者の初期対応（検査・処置） 

３）急性期入院患者の診療（急性期リハビリテーションを含む） 

４）地域包括ケア病床の理解と同病床患者の退院調整 

５）チーム医療（栄養、感染対策、リハビリ、緩和など）の理解と参加 

 

３．今後の地域医療について 

 高齢者が著増する今後の医療のあり方において、超急性期病院と在宅介護の間を取り持

つ地域の中小規模病院の役割はより重要と考えられます。超高齢化社会の直後から 2040

年代にかけて多死社会が確実に来襲してきます。このような社会状況において医療・介護

の在り方は変革していかねばなりません。各医療・介護施設間の連携、在宅医療・在宅看

護・在宅介護との連携など地域包括ケアの重要性は増すばかりです。当院ではすでに診療

ネットを利用して、診療内容の一部開示が可能となっており、大規模病院や地域医療・介

護施設とのネットを介した連携もできるようになっています。当院はこれら地域ネットワ

ークの中心的役割を担うべく努力しているところですが、今後どの地域であっても（たと

え都会であっても）、診療科の垣根を越えて地域医療の屋台骨を支えていくのは、若い医

師のみなさんであることは間違いありません。地域医療の実践を体験することは必ず将来

の糧になると思います。 
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3.福井勝山総合病院 
 

 

 

 

 

 

住 所：〒911-8558 

    福井県勝山市長山町 2 丁目 6-21 

電 話：0779-88-0350 

メール：main＠fukui.jcho.go.jp 

ホーム：http://fukui.jcho.go.jp/ 

 

 

  当院は、奥越地域唯一の公的病院として、地域住民の方々の多様なニーズに応え、急

性期医療から回復期、在宅医療・介護まで切れ目のないサービスを提供し、地域住民の

方々が安心して暮らせる地域づくりに貢献しています。 

 

 

◇ 概要 

 独立行政法人地域医療機能推進機構（JCHO：ジェイコー）福井勝山総合病院は、福

井県の北東部に位置し、南東は大野市、南西は吉田郡に、北は石川県に隣接し、福井大

学医学部附属病院から車で３０分のところにあります。周囲は大小の山々に囲まれ、そ

の中心を県下最大の九頭竜川が流れ、自然に恵まれた静かな環境の地域で、福井県の奥

越地域（人口約５万人）で唯一の公的病院であります。 

 当院は二次救急指定病院で、年間を通じ救急車の応需率は 90％以上を維持するとと

もに、奥越地域唯一の災害拠点病院・第２種感染症指定医療機関に指定されており、大

規模災害や新興感染症発生時には迅速に対応し、地域を守る砦の役割を担っておりま

す。また、各学会の指導施設、連携施設などに指定されており、大学や高次医療機関と

連携し、各専門医の育成にも貢献しております。 

 病院事業（急性期１５８床・地域包括ケア 41 床の計 199 床・１９診療科、透析セ

ンター１８床）を中心に健康管理センター・介護老人保健施設（１００床）・訪問看護

ステーション・居宅介護支援センター等を併設し、疾病予防・急性期医療から回復期、

更に介護・在宅医療まで切れ目のない良質で安心な医療・介護サービスを提供すること

により、医療・保健・福祉を融合させた総合医療施設としての役割を果たしていますの

で、地域医療・地域包括ケアの要として、地域からの信頼と期待が寄せられています。 

  

独 立 行 政 法 人  地 域 医 療 機 能 推 進 機 構 

JCHO福井勝山総合病院 
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3.福井勝山総合病院 
 

◇ 病院の沿革 

昭和２１年５月    勝山町立竜東病院 → 健康保険勝山病院として発足 

昭和３３年９月    社会保険勝山病院（社団法人 全国社会保険協会連合会運営） 

平成１１年４月    福井社会保険病院に名称変更（現在地に新築移転） 

平成２６年４月    独立行政法人 地域医療機能推進機構（ＪＣＨＯ）  

福井勝山総合病院 

 

◇ 教育施設認定 

日本内科学会教育関連病院 

日本消化器病学会認定施設 

日本消化器内視鏡学会指導施設 

日本肝臓学会関連施設 

日本消化管学会胃腸科指導施設 

日本循環器学会教育関連施設 

日本外科学会外科専門医制度関連施設 

日本整形外科学会認定医制度研修施設 

日本脳神経外科学会専門医研修連携施設 

日本脳卒中学会専門医制度研修教育施設 

日本脳卒中学会一次脳卒中センター 

日本認知症学会専門医教育施設 

日本麻酔科学会麻酔科認定病院（麻酔科標榜研修施設） 

日本ペインクリニック学会専門医指定研修施設 

日本皮膚科学会認定専門医研修施設 

日本泌尿器科学会泌尿器科専門医教育施設 

日本静脈経腸栄養学会ＮＳＴ稼働施設認定 

福井大学専門研修プログラム連携施設 

（内科・外科・皮膚科・泌尿器科・脳神経外科・耳鼻咽喉科・麻酔科・病理） 

福井大学専門研修プログラム関連施設（小児科） 

福井県立病院専門研修プログラム連携施設（内科・外科・救急科） 

金沢大学専門医研修プログラム連携施設（整形外科） 

福井総合病院専門研修プログラム連携施設（整形外科） 

JCHO 札幌北辰病院研修プログラム連携施設（総合診療） 

福井大学協力型臨床研修病院 

JCHO 大阪病院臨床研修協力病院 

 

◇ 診療科目 

  内科（総合内科）・消化器内科・循環器内科・脳神経内科・呼吸器内科・腎臓内科・漢

方内科・小児科・外科・脳神経外科・整形外科・眼科・泌尿器科・皮膚科・耳鼻咽喉科・

放射線科・麻酔科・産婦人科・リハビリテーション科 



3.福井勝山総合病院 
 

 

◇ 許可病床数  １９９床 

  （一般急性期病棟：１５８床、地域包括ケア病棟：４１床） 

 

 

◇ 病院の理念 

地域に根ざし、地域から愛される病院 

「親切」「信頼」「進歩」 

          ＜基本方針＞ 

・良質で安心な医療・介護を提供します 

・真心と笑顔で接します（Heart&Smile） 

   ・地域医療・地域包括ケアを推進します 

   ・救急医療・回復期医療を充実させます 

   ・ニーズに沿った環境を作ります 

   ・知識と技術の向上をめざし、自己研鑽に努めます 

            ・健全な経営に努めます 

  

◇ 研修内容 

 地域医療研修 

当院は、疾病予防から急性期医療、回復期、在宅医療、介護まで切れ目のない良質

なサービスの提供を行い、地域医療・地域包括ケアの要として奥越地域の住民の方々

が安心して暮らせる地域作りに貢献しております。２次救急や５疾病６事業に積極的

に関わっており、地域医療の研修に適した中規模病院であると自負しております。 

また、地域住民からは「かっちゃま病院」と親しみを持って呼ばれており、昔から

「かかりつけ医」的な位置づけにもなっております。したがって当院では「普通のあ

りふれた疾患」から「稀な疾患」まで偏りなく学べるのが特徴であり、自然な形で豊

富な地域医療の研修の場を提供できます。さらに、診療科毎の垣根もなく多職種間の

連携も良好で、病院全体がアットホームな雰囲気で診療能力の向上のみならず、患者

さんの視点に立った人間性豊かな医師の育成ができると確信しております。 

高齢化社会が進む現代、高齢患者さんにとってどのような医療が必要であるかを考

え、奥越地域内の公的病院として最先端の医療のみでなく地域に根付いた医療の一貫

として訪問診療を行っています。訪問診療では在宅において、外来では見られない家

族との関わりの中で、その患者さんが１人の人間として人間らしく最後まで幸せに過

ごすために何ができるかを考えさせられ、医師として改めて自分を見直すことのでき

る場でもあります。 



 
 

                  大滝病院の研修概要          

 

 

1. 基本理念 

私たちは、地域に貢献する事を基本理念とし、命の尊さ・こころの豊かさ・

向学の心を提唱する 

 

2. 病院の概要 

大滝病院は福井市の西部に位置し、昭和 37 年 6 月に開院以来、地域の方々の“か

かりつけ医”として親しまれ、現在、「大滝グループ」の中核病院としての機能

を持ち、保健・医療・福祉の連携を踏まえたサービスで地域の方々にお応えし

ています。 

平成 20 年 10 月より回復期病棟、平成 28 年から地域包括ケア病棟を開設し、回

復期機能に特化した病院となっております。リハビリテーションを行い在宅復

帰を支援し、在宅ケアまで担っていける地域包括ケアシステムの役割を担って

います。 

 

 院長  大瀧 憲夫 

 住所  〒910-0029 福井市日光 1−2−1 

 電話  0776-23-3215 

 FAX     0776-26-6023 

 e-mail  otaki-hp@otaki-hp.or.jp 

     ※研修に関する連絡はk-takasaki@otaki-hp.or.jpへ 

  URL    https://www.otaki-hp.or.jp 

 

3. 沿革 

• 昭和37年6月大滝内科医院開設 

• 昭和51年7月大滝病院に組織変更 病床数62床 
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• 昭和56年9月救急指定 

• 平成10年8月病床数85床へ増床 

• 平成12年4月病床数102床へ増床 

• 平成15年6月大滝病院新築移転 

• 平成17年7月電子カルテ導入 

• 平成18年3月大滝病院病児保育園開設 

• 平成18年9月病床数110床に増床 

• 平成20年10月回復期リハビリテーション病棟開設 

• 平成21年4月ＰＡＣＳ導入 

• 平成28年12月地域包括ケア病棟開設 

•  平成30年12月訪問診療部門を大滝東クリニックより移管 

•  平成31年4月眼科開設 

•  令和 4年4月小児科を大滝東クリニックへ移設 

•  令和 4年12月病床数132床へ増床 

 

4. 病床数 １３２床 

一般病床 ２７床、回復期病床 ４５床、地域包括ケア病床 ６０床 

 

5. 標榜科目 

内科、消化器内科、循環器内科、呼吸器内科、外科、整形外科、脳神経外科、

泌尿器科、眼科、リハビリテーション科、神経内科 

 

6. 診療時間  

午前：８時半〜１２時 

  午後：１４時〜１８時（土曜日午後休診）（10月より第2・4土曜日休診） 

  

7. 専門医等 

消化器内視鏡専門医 消化器病専門医 

泌尿器科指導医 泌尿器科専門医 肝臓病専門医  

救急専門医 整形外科専門医 総合内科専門医 循環器専門医      

脳神経外科専門医  

 

8. 関連施設 

医療 

福井リハビリテーション病院、大滝東クリニック 



 
 

福祉 

福井ケアセンター、福井リハビリテーション病院介護医療院、グループホ

ームけんとく、グループホームしみず、 

   ケアハウス日光、のぞみ保育園、大滝病院病児病後児保育園 

 

  保健 

   ふくい総合健康プラザ 

  在宅支援 

仁愛訪問看護センター、しみずケアサポート、 

   仁愛訪問介護事業所、24時間サポートセンター仁愛、 

   アットホーム仁愛、居宅介護支援事業所 

 

9. 研修概要 

医療、看護、介護、福祉、検診（保健）など個人個人の様々な希望に沿って、 

第一線の現場での研修を体験出来ます。 

   例）・外来（内科、外科等）の見学及び問診・診察等への参加 

・ 消化器検査（GIS,TCFなど）見学 

・ 画像カンファレンス 

・ 手術見学・参加 

・ リハビリテーションの実際 

・ 医療連携（院内、院外）の実際 

・ 訪問診療、訪問看護への同行 

・ 検診、産業医の仕事内容 

・ 老人保健施設やグループホーム等施設、デイケアの見学 

・ フィードバック研修               etc. 

 

10. 研修上の注意点   

1) 医療に従事するものとしての常識ある服装、髪型、言葉遣い、態度で

臨んで下さい。 

2) 敷地内は禁煙です。 

3) 個人情報の取り扱いには注意してください。 

 

11. 集合場所 

実習初日は、８時までに１階受付に集合してください。事務担当がご案内しま

す。 



 
 

２日目以降は、担当指導医の指示に従ってください。 

 

12. 提出物 

念書、個人情報に関する誓約書、プレアンケート、ポストアンケート、毎日（毎

週）の記録、他 

    →提出先 事務室 

13. コピー室 

１階事務室内 

14. 食 事   

院内に売店あり。近辺には飲食店ありますが各自でご用意下さい。 

15. 駐車場   

あり 

16. 宿泊施設   

無し 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
標榜科目 ： 内科、消化器・一般外科、整形外科、婦人科、耳鼻咽喉科、皮膚科、泌尿器科、精神科、放射線科、 

心臓血管外科、循環器内科、消化器内科、神経内科、リハビリテーション科、麻酔科、形成外科、 
脳神経外科、呼吸器内科、内分泌・代謝・糖尿病内科、腎臓内科、眼科、脳神経内科 

 
専門医療 ： 循環器センター、消化器病センター、血管透析センター、ストレスケアセンター 
ｾ ﾝ ﾀ ｰ 
 
専門外来 ： 肝臓外来、手術相談外来、睡眠外来、糖尿病外来、思春期外来、アブレーション外来、PCI 外来 
  ホルター外来、冷え症・漢方外来 
 
看護形態 ： 急性期一般入院料 ６、精神病棟入院基本料 15 対 1、回復期リハビリテーション病棟入院料 ３ 
  地域包括ケア病棟入院料 1 
 
病 床 数 ： 一般病床 158 床（うち回復期リハビリテーション病床 34、地域包括ケア病棟 50）、精神病床 41 床 
 
関連施設 ： 健康増進センター、厚生健康福祉センター、福祉事業部 

教育認定施設等 

日本内科学会認定医制度教育関連施設 マンモグラフィー検診施設    

日本循環器学会循環器専門医研修施設 日本整形外科学会専門医制度による研修施設   

日本消化器病学会認定施設 日本人間ドック学会指定病院  

日本消化器内視鏡学会指導施設 ＴＨＰの労働者健康維持増進サービス機関  

日本外科学会外科専門医制度修練施設 日本糖尿病学会認定教育施設    

日本消化器外科学会専門医制度指定関連施設 卒後臨床研修協力施設（厚労省） 

日本がん治療認定医機構認定研修施設         日本消化器がん検診学会認定指導施設 

日本静脈経腸栄養学会 NST 稼働施設、NST 専門療法士認定教育施設 

  日本栄養療法推進協議会ＮＳＴ稼働施設 

専門医、指導医等 

日本内科学会総合内科専門医、指導医 日本外科学会専門医、指導医  

日本循環器学会専門医 日本消化器外科学会専門医、指導医、消化器がん外科治療認定医 

日本肝臓学会認定肝臓専門医 日本消化器病学会専門医、指導医  

日本糖尿病学会専門医、研修指導医 日本消化器内視鏡学会専門医、指導医  

日本呼吸器学会呼吸器専門医 日本消化器がん検診学会専門医、指導医  

日本血液学会専門医、指導医 日本大腸肛門病学会専門医、指導医  

日本集中治療医学会専門医 日本産科婦人科学会専門医  

日本超音波医学会認定超音波専門医、指導医 インフェクションコントロールドクター 

日本医学放射線学会放射線診断専門医 日本がん治療認定医機構暫定教育医   

日本内分泌学会内分泌代謝科専門医、指導医 日本麻酔科学会専門医   

日本プライマリ・ケア連合学会指導医 日本救急医学会専門医    

日本精神神経学会精神科専門医、専門医制度指導医  日本リウマチ学会専門医 

精神保健指定医（厚労省） 日本静脈経腸栄養学会認定医  

日本睡眠学会睡眠医療認定医 日本人間ドック学会専門医、人間ドック健診指導医、認定施設指導医 

日本腎臓学会専門医、指導医 福井県臨床研修指導医 

日本整形外科学会専門医、スポーツ医、リウマチ医、脊椎脊髄病医、運動器リハビリテーション医 

日本総合病院精神医学会認定一般病院連携精神医学専門医、指導医 

日本医療安全推進学会 医療安全高度専門家 

医療法人厚生会 福井厚生病院 
所在地 〒918-8537 
 福井県福井市下六条町1字6番1 
TEL 0776-41-3377（代表） 
FAX 0776-41-3372 
URL https://koseikaigroup.jp 

管理者 院長 服部 昌和 
開 設 昭和58年4月1日 

「患者さま主体の医療」を実践していくための病院づくりに励んでいます。 
  病気のことは患者様に教えてもらいます。治療のことは私たちが示します。 
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消化器系疾患検査・内視鏡治療

消化器内科、放射線科とカンファレンスを行い、内視鏡・画像・病理診断

を深め、病期に応じた手術治療を行なっています。胃、大腸、胆、膵など

の消化器外科の手術を主に行っていますが、痔核、ヘルニアなどの一般外

科、内シャントや静脈瘤などの血管外科も行なっております。また胃、大

腸、胆のうなどに積極的に腹腔鏡手術を行い低浸襲の治療を提供していま

す。手術を支える様々な麻酔を学ぶこともできます。

一般外科、消化器外科に必要な検査、読影力、手術手技を幅広く学んでい

ただけると考えております。

当院ではアブレーションによる不整脈治療と心血管のインターベーション
（ＰＣＩ）に力を入れております。特にCARTO system＝3D 
electroanatomical mappingを使用したアブレーションは心房細動を始め、
現在県内トップクラスの実績を上げています。心臓3D－CTの画像をナビ
ゲーションシステムに取り組み、左房肺静脈電気的隔離術を施行していま
す。持続性心房細動の発生起源(dispersion area)に対しての高周波焼灼も
行い、さらに良好な治療成績を達成しています。

研修

◆循環器センター研修募集中（初期・後期）

見て覚えるだけではありません

心エコー中心のカンファレンス

内科の基盤を大事にしています

【指導医】 副院⾧（循環器） 加藤浩司

初期研修中の方にも、週に数例は心臓カテーテル関連の検査や経食道心エ
コーに入ってもらい、段階的に慣れてもらうようにしています。

心エコーを中心とした基本的な心臓の血行動態、正常解剖、病的所見の把
握について、カンファレンスを実施します。3D －CTによる冠動脈も参考
に心カテ→ＰＣＩへと繋げています。

当院の循環器科は超専門的な特化とレベルアップを目指しておりますが、
同時に内科としての基盤も大事にしています。内科と合同のオンライン抄
読会、画像カンファレンスを実施しており、内科全般にかかわりつつ、循
環器の専門的な知識・技術の習得ができる環境といえます。

■最新のCARTO3によるアブレーション

■冠動脈3D-CT

◆消化器病センター研修募集中（初期・後期）

当センターの検査では、上部消化管内視鏡（経口・経鼻）、十二指腸内視

鏡、下部消化管内視鏡、超音波内視鏡などを行っています。

内視鏡治療については内視鏡的粘膜切除術はもとより、粘膜に留まる病変

に関しては積極的に内視鏡的治療（内視鏡的粘膜下層・剥離術）を行って

います。また肝疾患には肝生検を行い、ウイルス肝炎には抗ウイルス療法、

胆道疾患には内視鏡的乳頭括約筋切開術や内視鏡的逆行性胆道ドレナージ

術、胆道ステント治療も施行しています。

消化器外科手術

【指導医】 院⾧（消化器・一般外科） 服部昌和 消化器内科部⾧ 道鎭正規

消化器病センターは、消化器内科・肝臓内科・消化器外科・放射線科の
各専門医が一体となり、患者病状に応じて最善の治療を提供することを

理念としております。

■手術室内

■内視鏡室内



オレンジホームケアクリニック 施設概要 

 

 

 私たちは地域というフィールドで”住み慣れた場所で、自分らしく生きていく”患者さんや家

族、そして地域の方々の暮らしを在宅医療という立場から支えています。2011 年に福井市にク

リニックを開設し、現在、医師、看護師、薬剤師、医療クラークなど、多職種が所属していま

す。 

 

 多岐にわたる病気を抱え、在宅で療養する患者さんを支えるのが在宅医療の役割です。病気

の種類や重症度、社会的背景に関わらず、また内科、小児科、外科、皮膚科、精神科など全て

の分野で対応しています。 

  がんの在宅緩和ケア 

  小児在宅医療 

  褥瘡、潰瘍の在宅での治療 

  心不全、呼吸器疾患の在宅管理 

  認知症、精神疾患 

  パーキンソン病、ALSなどの特定疾患 

  経鼻経管栄養 

  在宅酸素療法 

  糖尿病、高血圧、高脂血症、リウマチなどの慢性疾患 

 現在、患者数は約620人、年間で約100件の在宅看取りにも関わっています。 

研修では、病院から地域に帰った患者さんの暮らしを目の当たりにしながら生活ベースの視点

で医 療の在り方を考えます。 特に以下の点について、重点的に学ぶことができます。 

 

１）癌患者・非癌患者への緩和医療を通した終末期～臨死期の対応  

２）在宅における重症心身障害児・者や医療的ケア児などの小児への対応 

３）在宅における急性疾患への対応やトリアージ、入退院調整  

４）患者家族とのコミュニケーションスキルの向上  

５）施設スタッフとの協働やスタッフ教育、施設における管理指導の方法 

６）在宅医療における多職種連携や病診連携 

７）在宅医療におけるACP（アドバンス・ケア・プランニング）への理解と取り組み方法 

８）患者さんと家族の過去から未来までを時間軸で考えられる複眼的思考  
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♦主な研修内容 

・オリエンテーション、個別目標の設定（初日） 

・訪問診療、往診の同行 

・夜間往診の同行 

・カンファレンス、勉強会への参加 

・指導医とのフィードバック（週1回程度） 

・研修ポートフォリオの発表（最終日） 

 

♦1日の流れ 

 ８時30分 ～ 診療準備 

 ８時45分 ～ 院内カンファレンス 

10時00分 ～   訪問診療（昼休憩含む）、カルテ作成 

17時30分     終了 

 

♦研修指導医 

紅谷浩之（在宅医療専門医）、田畑未央、橋本暁、高桑雅弘、上村慶太  

 

♦お問い合わせ 

オレンジホームケアクリニック 

〒910-0018 福井市田原 1 丁目 2-20  

TEL：0776-21-3333（24時間対応） 

MAIL：info@orangeclinic.jp 

 



【研修施設：国民健康保険 池田町診療所】 

１．一般目標 

総合診療の基本診療技能を獲得すること。 

：いかなる領域別専門医を目指すにしても、必要不可欠な基本技能である。包括的に診療

を行い、適切に病診連携・多職種との連携をもって医療提供を行うことは、患者および家

族、ひいては社会全体の健康向上に寄与しうる。 

このような基本診療技能獲得のため、総合診療専門医の専門研修カリキュラムの基本理念

獲得目標にのっとり、地域に根差した診療所での診療研修を行う。 

２．行動目標 

1）目の前の患者の訴えを聞く。そのニーズを医師として適切に拾い上げ（問診・診察・検

査）、患者教育を含めて診療提供（治療）・ケア提供（療養）につなぐことができること。 

2）適切な診療提供・ケア提供のための、医療者間・他職種間の連携が適切にできること。 

3）基本的な医療機器や人材などの安全管理運用ができ、スタッフとの協働、教育的配慮、

自己研鑽を行い、自身を含めた所属スタッフのチーム力を最大限に発揮させること。 

３．経験目標（経験が求められる疾患、検査・処置） 

 1) 疾患：外来受診する患者のすべての疾患（たとえ確定診断に至らなくても対応・ 

処置ができる。緊急性の評価を含めて必要な相談・紹介ができる。） 

内科一般、小児初期診療、高齢者医療療養、外傷、皮膚疾患、整形疾患、悪性疾患慢

性療養期、在宅療養管理・看取り、禁煙外来、など。 

2) 検査・処置 

超音波検査（腹部・表在・他）、単純Ｘ線検査（実施の判断、撮影・読影）、心電図検

査・ホルター心電図検査、認知症初期検査、呼吸機能検査、ほか。 

事業所健診・特定健診などの実施。予防接種の補助・実施。学校健診の補助・実施。 

小外科（軽度外傷の創処置・縫合・骨折対応、褥瘡処置など）。 

４．学習方略 

患者の問診・診察・検査、処置・処方、経過確認を繰り返し行い、個人における外来継続

診療を経験する。 

在宅患者の訪問診療や往診、訪問看護を経験し、地域における継続診療を経験する。 

保健師の保健事業の取り組み等に参画し、多方面からのアプローチの中の医療の役割を認

識する。さらに相互の働きを高める役割を担う。 

診療所で対応すべき緊急処置・対応の院内研修を行う。 

５．ひとこと 

池田町診療所は、僻地に準ずる地域であり、医療相談が診療所に集約されることが多い。

他職種との連携が良好で、地域医療研修を行うのにふさわしい場であると考える。 
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〒916-0215 

福井県丹生郡越前町織田 106-44-1 

TEL 0778-36-1000 FAX 0778-36-1001 

管理者 津向伸哉 病院長（研修責任者）根本朋幸 

 

 

 当院は越前町が開設した公立病院で、救急告示病院の指定を受けてお

り、診療時間以外でも常時救急患者の受入態勢を取っています。町の人

口約 20,000 人のうち、主な診療圏域の人口は 16,000 人です。 

越前町の地場産業は農業と漁業が中心で、越前水仙や越前がに、越前

焼が有名で、観光産業に従事する人も少なくありません。町内の各地に

日帰り温泉も多く、なかでも越前海岸に面した露天風呂「漁火」は人気

です。また、病院にほど近い「劔神社」は戦国武将織田信長公が氏神と

崇めた由緒ある神社です。 

 平成 24 年 4 月から指定管理制度により公益社団法人地域医療振興協

会の指定管理で運営され、訪問看護の事業も開始されました。平成 27

年 4 月に在宅療養支援病院の届出を行い、平成 27 年 6 月からは児童ﾃﾞ

ｲｻｰﾋﾞｽ事業、令和 6 年 6 月からｻｰﾋﾞｽ付き高齢者向け住宅と看護小規模

多機能も展開し、医療、介護に加え、福祉事業にも力を入れています。

内科、整形外科が主な診療科です。 

 
 

 研修期間中は急性期、慢性期患者の外来や救急患者の初期診療を行います。病棟では一般急性期と

地域包括ｹｱの病床を有するため、急性期から回復期の患者の診療に携わることが可能で、訪問診療に

より在宅医療研修も実践し、急性期から在宅医療までの全人的な診療を体験できます。 
医師臨床研修制度臨床研修協力施設、日本内科学会連携施設、日本消化器病学会特別関連施設、日本

肝臓学会特別連携施設、日本病院総合診療医学会認定施設、日本整形外科専門医研修施設 
 
 

 研修期間中は病院が研修医用の賃貸ｱﾊﾟｰﾄを確保しており、時間をかけて通勤の心配はいりません。

院内 Free WiFi が使用可能で、図書室、24 時間利用可能なフィットネスジムが併設されています。 
 
 

 外来診療：月曜から金曜日：8：45～16：30 土曜日：8：45～11：30 まで  

救急外来：24時間診療体制 

 

 

 医師 常勤 5名（非常勤 37 名） 看護師 41名 薬剤師 2名 診療放射線技師 4名 

 臨床検査技師 4名 理学療法士 14 名 作業療法士 5 名 言語聴覚士 4 名 管理栄養士 4 名 

 栄養士 2名 社会福祉士 1 名 ｹｱﾏﾈｰｼﾞｬｰ 3 名 保育士 5名 児童指導員 7名 介護福祉士 6名 

 看護助手 16 名 診療情報管理士 1 名 事務職員 15 名 

 
 

① 許可病床数 一般病床 55 床 

② 標榜診療科 内科、消化器内科、総合診療科、外科、

整形外科、小児科、眼科、脳神経外科、ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ科、

肛門外科、放射線科、耳鼻咽喉科、泌尿器科、皮膚科 

③ 事業内容 入院、外来、訪問診療、予防接種、人間ﾄﾞ

ｯｸ、各種検診、訪問看護、居宅介護支援事業、放課後

等ﾃﾞｲｻｰﾋﾞｽ、病児・病後児保育、各種学生実習受入等 

④ 患者数 R6年度 入院：17,239 人（1 日平均 47.1 人）  

外来：55,837 人（1 日平均 188.6 人） 

織田病院の概要 

研修内容 

福利厚生 

診療時間 

医療スタッフ 

事業の内容 

露天風呂「漁火」 

劔神社 

基 本 理 念 
私達は公平公正な地域包括医
療を実践し、全ての地域住民
の、心身共に健康な生活と、
地域の発展を支援します。 

露天風呂「漁火」 
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地域医療研修施設 

社会医療法人 財団 中村病院 

理事長  野口 善之 

〒915-0068 福井県越前市天王町 4 番 28 号 

℡0778-22-0618   http://www.nakamura-hp.or.jp/ 

 

 当院は、急性期医療を目指しながら、生活習慣病健診等も実施し、ＣＴやＭＲＩ等の電子化を開

始し、高度の治療技術で地域と有機的な連携を求めていきたいと考えています。 

 外科では、専門医により各種の癌などに内視鏡下による手術等が実施でき、結石破砕装置等の設

備も有し、マンモグラフィー等で乳癌等の精密検査も実施できます。脳神経外科では、専門医によ

り脳出血等の治療・手術・急性期脳梗塞に対する血管内治療も実施でき、高気圧酸素治療機器も備

えています。整形外科では、専門医により人工関節置換術等が実施でき、リハビリテーションの施

設基準に適合しています。内科では、ペースメーカー移植術・大動脈バルーンパンピング法・経皮

的冠動脈形成術等が実施でき、人工透析等の設備も有します。また、高齢化社会に対応する為、専

門医によるもの忘れ外来や入院患者に対し認知症ケアラウンドも行っております。 

 以上のように各科優れた診療機能・設備等を備え、将来、総合的な医療を目指す皆様には、より

良い研修施設としてお勧めします。 

地域の急性期病院として今後も貢献して行くために、令和 2 年 4 月 1 日社会医療法人の認可も受け

ました。 

 

臨床研修指導医 

日本外科学会専門医  日本消化器内視鏡学会専門医  日本脳卒中学会認定脳卒中専門医 

日本脳神経外科学会専門医/指導医 日本脳神経血管内治療学会専門医  

日本神経学会専門医・指導医  日本認知症学会認定医・指導医  日本内科学会総合内科専門医 

整形外科専門医  リウマチ認定医 日本泌尿器科学会指導医・専門医    性機能学会専門医 

循環器専門医   日本心血管インターベンション学会認定指導医・専門医     

小児科専門医・指導医  放射線診断専門医  検診マンモグラフィ読影認定医 

心臓血管外科学会専門医・修練指導医  日本脈管学会認定脈管専門医 

日本麻酔科学会専門医  日本ペインクリニック学会専門医  日本東洋医学会専門医 

日本内視鏡外科学会技術認定医  日本リハビリテーション医学会認定臨床医 

※各科学会指導医・専門医の資格を持つ常勤医師が指導します。 

 

施設の概要 

急性期一般入院料４、１日平均入院患者数：117.9 人、平均在院日数：18.2 日 

地域包括ケア病棟入院料１、１日平均入院数：20.8 人、平均在院日数：32.2 日 

１日平均外来患者数：378.1 人、医師数：28名、看護師、准看護師数：135 名 
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標榜診療科 

内科、脳神経内科、呼吸器内科、消化器内科（胃腸科）、循環器内科、小児科、外科、 

整形外科、形成外科、美容外科、脳神経外科、呼吸器外科、心臓血管外科、泌尿器科、 

婦人科、眼科、リハビリテーション科、放射線科、耳鼻咽喉科、麻酔科 

 

 

機器設備等 

EVIS LUCERA ELITE 内視鏡システム一式、ホウルミウムヤグレーザーシステム ODYSSEY30 

Ｘ線ＴＶ装置２台、血管造影Ｘ線診断装置２台、CT 装置 320 列 Aquilion ONE１台、ＭＲＩ１台 

結石破砕装置１台、高気圧酸素治療装置１台、超音波診断装置 9台、透析装置 

泌尿器科用カメラシステム、ポータブルＸ線撮影装置２台、外科用イメージ２台 

眼科用ヤグレーザー１台、眼科用光干渉断層計１台、白内障手術装置、赤外観察カメラシステム１台 

デジタル乳房Ｘ線撮影装置システム、Ｘ線骨密度測定装置、ＴＵＲｉｓレゼクトスコープ 

リージョンジェネレーター、下肢静脈瘤血管内レーザー装置、ワイヤレス重心動揺計グラビユーダ 

筋電計、脳波計、手術用顕微鏡２台、集中治療室、手術室：３室 

 

 

教育施設認定等 

日本脳神経外科学会専門医制度研修施設、日本脳卒中学会一次脳卒中センター認定 

日本泌尿器科学会泌尿器科専門医教育施設拠点教育施設、 

日本整形外科学会専門医研修施設、日本消化器外科学会専門医制度指定修練施設(関連施設) 

日本外科学会外科専門医制度修練施設(関連施設)、日本消化器内視鏡学会指導連携施設、 

マンモグラフィ検診施設、日本静脈経腸栄養学会ＮＳＴ稼働施設認定 

日本神経学会専門医准教育施設、日本認知症学会教育施設 

日本循環器学会循環器研修施設、日本心血管インターベンション治療学会研修関連施設 

浅大腿動脈ステントグラフト実施施設、Rotablator 認定施設    

 

 

一般目標 

 日常診療で遭遇する疾患や、救急患者への対応、往診などを研修していただき、地域医療への理解を

深めるとともに、プライマリーケアが出来る基本的診療能力や、院内スタッフとの良好な人間関係を構

築できる能力を身につけていただく。 

 

 

行動目標 

 当院は、地域の基幹病院として、外傷・脳卒中・虚血性心疾患等の救急患者を多く引き受けており、

救急患者の診療・治療の技術を修得していただきます。 

 入院患者も多様で、認知症や高齢化社会に対応できるよう BPSD 対応病室や地域包括病棟で在宅復帰

に向けて、地域連携の研修もして頂きます。 



 

臨床研修週間スケジュール 

 月 火 水 木 金 土 

ＡＭ 
総合診療科外来(隔週) 

在宅神経難病往診 

癌ﾘﾊﾋﾞﾘ回診     (隔週) 

整形外科病棟回診 

医局カンファ 

画像診断講義 

エコー検査 

総合診療科外来 総合診療科外来  

ＰＭ 
救急対応 

内視鏡検査 

褥瘡回診 

手術 

循環器検査 

産業医同行 

ＮＳＴ回診 

認知症ケアラウンド 

泌尿器科検査 

透析回診 

手術 

循環器検査 

外科往診(隔週) 

 

○週間スケジュールは基本的なもので、希望により透析業務や、外科手術への参加も可能で、本人の希

望があれば出来るだけ優先します。 

○入院患者の副主治医として、主治医の指導のもとに数人の患者診療を行い、レポート提出をして頂き

ます。 

○ＮＳＴ回診、院内各種カンファレンスには積極的に参加していただき、各科医師より各科の疾患や、

治療に関するレクチャーも受けていただきます。 

○研究会、講演会に参加していただきます。 

〇一般外来研修では新患患者の臨床症状から鑑別疾患を列挙し、適切な診断・治療計画を立てられるよ

う指導いたします。 

 

研修医控室 

場所：医局内 

 

研修医担当 

研修医からの書類提出先：循環器内科副部長（兼八） 

研修医からの連絡：総務部（真柄） 電話 0778-22-0618  

 

図書室・コピー室 

研修医が利用できる図書室有り、医局内にコピー機有り（無料） 

 

その他 

食事：職員食堂有り（無料）、 

駐車場：職員駐車場有り（無料） 

宿泊施設：有り（無料） 

TV・冷蔵庫・掃除機・机・電子レンジ・コインランドリー・エアコン完備 

パイプベット有（布団あり）・無料 Wi-Fi 有 

※事前に申し込みが必要です。（総務部：真柄まで） 



医 師:常勤医師２名 非常勤医師８名
薬剤師:１名、薬剤助手:１名
診療放射線技師１名 臨床検査技師1名
看護師:２2名、准看護師:8名
介護福祉士:21名、介護士:9名
リハビリ療法士:PT7名、OT8、ST２名
管理栄養士:３名、栄養士２名
ケアマネジャー:専任7名、兼任1名

（有資格者２3名）
事務員:１5名

＊全職員数:１２４名（非常勤含む）

当法人は、昭和34年に池端医院として開業し、昭和49年には30床の池端病院として越前市の郊外、
国道365号線沿いに開設した王子保地区（人口5,549人）唯一の診療施設です。
小さな病院ですが、幅広い患者層が特徴で、乳幼児から学童、超高齢者、救急・外傷、消化器外科か

ら生活習慣病、高齢者慢性疾患までカバーしています。
また、その治療は外科的処置、内科的治療、看護、介護、リハビリテーション等を患者様のご要望に応じ

外来、入院、通所、訪問など各種の医療・ケアサービスで対応しています。

医療法人池慶会 池端病院

法 人 概 略

スタッフ（法人全体）

院 是
・ 私たちは、信頼され愛される病院を目指します。
・ 私たちは、地域に根差した「かかりつけ病院」を目指します。
・ 私たちは、常に考え学び、向上心を持ち続ける病院を目指します。

標榜診療科目

外科
内科
胃腸科
皮膚科
小児科
整形外科
リハビリテーション科

診 療 概 要

基本診療施設基準

医療療養病床（17床）
地域包括ケア病床（13床）
療養病棟入院基本料
療養病棟療養環境加算
重症皮膚潰瘍管理加算
栄養管理実施加算
入院時食事療養（Ⅰ）
褥瘡患者管理加算

特掲診療施設基準

小児外来診療料
ニコチン依存管理料
地域連携診療計画退院時指導料
在宅時医学総合管理料
脳血管疾患リハ（Ⅱ）
運動器リハ（Ⅰ） 呼吸器リ（Ⅰ）
がんのリハビリテーション
ペースメーカー移植手術及び交換術

検査機器

ＣＴ（16列）
X-P
内視鏡
ABI－PWV
PGS
エコー
ECG
骨密度
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高齢者の医療と介護を担う
「総合在宅ケアセンターしくら」

・居宅療養管理指導（訪問診療）
・しくら訪問看護ステーション
・池端病院訪問リハビリテーションセンター
・しくらケアプランステーション
・しくら地域包括支援センター
・デイケアしくら（通所リハビリ）
・しくらデイ明日花（通所介護）

医療法人池慶会 池端病院
理事⾧・院⾧ 池端幸彦

〒９１５－０８６１ 越前市今宿町８－１
Ｔel ０７７８（２３）０１５０
Fax ０７７８（２４）２３６３
HP http://www.ikebata.jp

E-Mail info@ikebata.jp

当法人は、「地域支援型慢期医療拠点」と
して、地域のニーズ、時代のニーズに対応する包括
的医療を考えたサービス提供を目指しています。健
康日本２１構想を基に、糖尿病、メタボリックシン
ドローム、禁煙、認知症などを対象とし予防から治
療とフォローアップを実施します。また、在宅療養支
援病院の機能を高めるために地域包括ケア病床
（13床）転換しました。今後はさらに急性期医療
機関や訪問サービス、入所施設などの様々な地域
サービスとの連携強化を目標としています。
今後は、特に在宅における終末期医療の提供体

制を強化し、地域包括ケアシステムの構築に寄与
して参ります。

医療機能と同等に、常に高齢者ケアのあり方を探
り続けています。複雑多様化する介護ニーズが高ま
る中で、高齢者一人ひとりに対応した介護計画
（ケアプラン）に基づいたサービス提供を目標として
います。出来る限り自宅での生活が続けられるよう
に訪問系、通所系の各種介護保険事業を展開し
ています。
また、地域包括ケアシステムの実現にむけて自立

支援、重度化防止を意識し、越前市や南越前町
から委託を受けて介護予防総合事業や認知症初
期集中支援チームの事業にも注力しています。

月 火 水 木 金 土
９:００～
１3:0０ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

１４:３０～
１7:３０ ○ ○ ○ ○ ○

訪問診療 午後
午前
午後

午前
午後

午前
午前
午後

午前

医 療 介 護

居宅サービス事業所

診療時間

平均外来患者数:50人/日
入院患者数

療養病床:17床
地域包括ケア病床:13床

平均入院日数:療養180日
:地域ケア40日

訪問診療件数: 70件/月
訪問看護件数: 320件/月

研修内容
当法人では、医療、保健、介護の枠組みを越えた

地域包括ケアを研修できます。

医療）外来:プライマリケア、禁煙、DM、SAS
入院:慢性期医療、地域連携、リハビリ
訪問:在宅医療（HOT、PEGなど）

終末期看取り
保健）特定健診、学校健診、企業健診、高齢者

介護予防、各種予防接種
介護）介護保険分野全般の研修ができます。

・要介護認定主治医意見書の作成
・多職種によるケアカンファレンス
・各種居宅サービス（右表）

◎２診 ○１診

【指導医から一言!】
池端病院では、多職種連携を通した幅広い地域

包括ケアを提供しています。訪問診療・看護、リハビ
リ、緩和ケア、慢性期医療等、楽しく活発に実践し
ています。
親切、丁寧な指導を心がけますので、是非とも池

端病院での研修にお越しください。



一
緒

に
 9

500人の 暮ら し を 診ませ
ん

か

？
 今庄診療所

マ
リ

ン ス ポーツも 楽し め
る

123 Anywhere St . ,  Any Ci ty ,  ST

12345

テン

Poi nt①　 意外と 学ぶ機会の少ない

　 　 　 　   Common Di seaseの診療経験を積める！

Poi nt②  家庭医・ 地域看護師・ 多職種が指導
        身体はも ちろん心や暮ら し のみかたも 学べる！

Poi nt③  全国で唯一！ゲスト ハウスと 連携
　 　 　 　 　 　 季節に応じ た地域体験メ ニュ ーが豊富！

Poi nt④  福井県のど真ん中　 通いやすい立地
　 　 　 　 　 　 通いも 、 泊まり で地域を楽し むも OK ！

Poi nt⑤  全国でも 珍し い公立有床診療所
　 　 　 　 予防・ 在宅・ 外来・ 病棟と シームレスな医療を学べる！
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南越前町国民健康保険 今庄診療所 で何が研修できるのか？

Poi nt ① Common Di seaseの診療経験を 積める！

高血圧、 糖尿病、 脂質異常症、 骨粗鬆症、 肩・ 腰や膝の痛み、 認知症 などなど

みなさ ん初期研修医の先生が医師3年目以降に診るこ と になるCommonDiseaseです。

不安なく 診れるよう になり たく ないですか？

当院の研修ではあえてその最低限から お伝えし ます。 と 同時に外来で実践を積んでいた

だけます。 慣れてく ればさ ら にプラ スアルフ ァ も 。

Poi nt② 家庭医・ 地域看護師・ 多職種が指導！心や暮ら し のみかたも 学べる！

患者さ んの心身の健康面 、 家族関係、 就労・ 経済状況などを 多角的に診て、 その人が望

む暮ら し を 送れるよう に、 あら ゆる専門医や協力者と 連携し その解決や寄り 添いを行い

ます。 長い年月 、 今庄に根ざし て医療を提供し てき た医療機関と し て、

「 その人に」、「 家庭に」、「 地域に」 密着し 、 健康問題などいろ んな角 度から アプローチ

し 、 その人ら し く 生き るこ と をお手伝いし ています。

家庭医・ 総合診療医は、 身体だけでなく 心や生活を診るよう にト レーニングさ れた医師

です。 また、 最近では長年地域の医療を支えてき た医師も 総合診療医と 認定さ れるよう

になっ ています。 今庄診療所には長年地域を支えてき た医師と 家庭医・ 総合診療医が

揃っ ています。 何科に行 っ ても 役立つエッ センスを 、 日々の振り 返り でお伝えし ます。

Poi nt ③ 全国で唯一！ゲスト ハウスと 連携　 地域体験メ ニュ ーが豊富！

ゲスト ハウス界隈でも 有名！ゲスト が住民の暮ら し を体験でき るゲスト ハウスである 、

地域まるっ と 体感宿玉村屋と 連携し て、 こ れまでも 学生 ・ 研修医を受け入れてき まし

た。 春はチュ ーリ ッ プ農園、 夏はハス収穫、 秋はつるし 柿作り 、 冬は酒蔵体験、 その他

通年で蕎麦打ちなど地域の資源や住民と 交流 し たり 、 ゲスト ハウスオーナープレゼン

ツ、 医療者に役立つキャ リ アや夢の持ち方レク チャ ーも ご用意可能です。 こ れまでご好

評いただいています。 医療者と し て住民の暮ら し を支えると はどう いう こ と か体感し て

みませんか？

Poi nt ④ 福井県のど真ん中　 通いやすい立地　 泊まり も 通いも OK！

福井北イ ンタ ーから 高速で約１ 時間、 福井駅から ハピラ イ ンで50分・ 駅から 徒歩5分と

通いやすい立地です。 宿舎も用意し ています。（ WiFiあり 、 布団あり 、 ト イ レ・ バスあ

り 、 料金無料です。） 仕事以外について、 普段の生活を継続し ながら 研修いただく こ と が

可能です。

Poi nt⑤ 全国でも 珍し い公立有床診療所　 シームレスな医療を学べる！

外来診療 （ 慢性疾患、 予防接種など）、 自 宅や施設への訪問診療 、 病棟診療 、 町の住民検診

や地域ケア会議等への参加などを行 っ ています。

行政、 地域包括支援センタ ー、 社会福祉協議会、 介護施設、 消防署や認定こ ども 園・ 小中

学校等の他専門職と の連携も 必要な現場です。

予防（ 未病、 まちづく り )ー在宅ー外来ー病棟と シームレスな医療を見て聴く こ と ができ ま

す。

一般外来研修も 可能一般外来研修も 可能一般外来研修も 可能   



〇総合診療専門医プログラ ムに準拠し た幅広い研修を受けら れます。

 も ちろん何科志望の先生でも 歓迎です。 こ れまで皮膚科、 脳神経外科、 総合診

療科など当院で地域医療研修をし た先生はさ まざまな進路を選んでいます。 何

科になっ ても 役立つ学びを提供し ます。

〇子供から 高齢者まで幅広い患者層が受診さ れます。

〇心電図、 エコ ー、 CT検査、 内視鏡検査など、 学べる検査が充実し ています。

〇勤務時間は8:30から 17:30です。（ 途中１ 時間休憩）

〇一般外来研修は木曜日は午前のみ、 月曜日〜水曜日 ・ 金曜日 と 合わせて最大

4.5日分可能です。 訪問診療 も 不定期ながら 週2コ マ以上提供可能です。

南越前町国民健康保険 今庄診療所

〒919-0131福井県南条郡南越前町今庄84-24-1
 Tel ： 0778-45-0030
 Fax： 0778-45-1913
 Mail： iryou@town.minamiechizen.lg.jp

南越前町国民健康保険 今庄診療所 のご紹介

研修し やすい環境が整っ ています！

脳神経内科 
認知症専門医 宮谷  信行

所長
萩野  正樹

家庭医・ 総合診療医
新野 保路

まちを支える
診療所のスタ ッ フ 達が多数おり ます。
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医療法人南溟会 宮上病院 

  

宮上病院は、鹿児島本土と沖縄本島の中間に位置する離島・徳之島にある医療機関です。 

徳之島は、長寿世界一を記録した方が 2 名いるほか、徳之島町の特殊出生率が全国 1 位と

なるなど、「長寿と子宝の島」として知られています。人口は約 22,000 人で、闘牛でも有

名な島です。2021 年には世界自然遺産にも登録されました。 

 

島では、夏はダイビング、冬はホエールウォッチングなど、豊かな自然を活かしたレジャー

が人気です。実際、当院で研修を行う先生方の中には、休日にダイビングライセンスを取得

される方も多く、オンとオフの両方が充実した環境です。 

 

徳之島には病院が 2 つあり、当院と徳之島徳洲会病院が救急医療を担っています。 

（当院年間救急搬送件数：約 400 件） 

宮上病院は、42 床（うち結核病床 1 床）を有する病棟を備え、1 日あたり約 100 名の外来

患者を受け入れております。救急医療から在宅医療（約 80 名）まで幅広く対応しており、

ハブ咬傷など島特有の症例も経験できるのが特徴です。 

 

 

参考資料 

平成 30 年～令和４年 人口動態保健所・市区町村別統計の概況 （人口動態統計特殊報告） 

gaikyou.pdf (mhlw.go.jp) 

 

 鹿児島県大島郡徳之島町亀津 7268 
 

・宿舎あり 

・家賃・光熱費ともに負担なし。 

・病院近隣にいくつかアパートを契約しており、そのいずれかを使用していただきます。 

いずれも Wi-Fi 設置済みです。 

・職員食も朝昼晩３食提供可能(無料)です。 
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【研修施設：福井県赤十字血液センター】 

 

１．一般目標 

無償の献血者に接する献血現場での採血業務を通じて、献血の推進・献血者募集・採

血・検査・製剤・供給の流れ等血液事業の仕組みと現状、また血液製剤の安全性を確保

するための対策及び適正使用について理解する。 

安全な輸血医療を行える医師となるために血液センターの役割を知り血液事業への

理解を深める。 

 

２．行動目標 

1) 献血者の健診を通じて、輸血用血液が善意の献血にて賄われていることを理解する。 

2) 献血者の安全を守るために必要な問診技術、採血副作用の対処法を身につける。 

3) 血液センターの働きを知り、輸血副作用防止、感染防止等の努力を理解し、その限界

も知ることにより臨床の場での輸血医療の安全性を向上させる。 

 

３．経験目標 

1) 血液センターの見学・オリエンテーションにより血液事業全体の流れと 

血液センターの業務を知る。 

2) 安全な血液確保と、安全な献血のために採血業務のうち問診業務を行う。 

3) 採血副作用（血管迷走神経反射、神経損傷、内出血等）に適切に対応する。 

4) 移動採血車に同乗し、地域・職域の移動採血の実務を体験する。 

 

４．指導原則・方法 

1) オリエンテーション（血液センター） 

① 講義 

献血推進部門 採血部門 問診・健診部門 学術情報部門 製剤・供給部門 

（血液センターに集合することが適切でない場合は、リモートにて講義のみ 

行う場合がある。） 

② 見学 採血部門 供給部門 

③ 研修 献血体験または献血者健診業務 

 

2) 血液センター「献血ホールいぶき」（固定施設）での実務 

① 研修  血液センターでの献血者の健診 

② 指導者 所長（指導医）、医務課医師（上級医） 

   医務係長もしくは採血責任者 
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3) 移動採血車での実務 

① 研修  移動採血車での献血者の健診 

② 指導者 所長（指導医）、医務課医師（上級医） 

医務係長もしくは採血責任者 

 

５．スケジュール  

1) 第１日目：福井県赤十字血液センター内にてオリエンテーション（年度始め） 

 （血液センターに集合することが適切でない場合は、リモートにて講義のみ行う場 

合がある。） 

2) 第 2 日目：血液センター（固定施設）での実務（献血者の健診） 

3) 第 3～4 日目：移動採血車での実務（献血者の健診） 

※採血計画によりスケジュールの変更あり 

 

６．責任者からのメッセージ 

  自分たちが臨床の場で使う血液製剤がどのような形で献血され、供給されるのかを 

  知り、その尊さと共に排除できないリスクを知ってほしい。 

 

＊付記 安全対策 

  血液センター・移動採血車共に研修医が健診業務を担当する場合、献血者の問診等に 

異常があるときは、必要に応じて指導医または上級医に電話もしくは直接指示を受け 

ること。緊急時には救急隊、近隣医療機関との連携のもとに適切な対応をとることと 

する。 

 

 


